
事業内容

事業期間

全体事業費

(千円)

費用

対効果

上段：当初 上段：当初 上段：当初

上段：当初

下段：実績 下段：実績 下段：実績

下段：実績

((地)善福寺)

現場吹付法枠工

A=1409m2

ｱﾝｶｰ工N=72本

ΣL=736m

土留工 L=234ｍ

排土工 V=4440m3

横ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工 L=7670m

H18～H22

255,000 4.1

善福寺

ぜんぷくじ

現場吹付法枠工

A=1762m2

ｱﾝｶｰ工N=82本

ΣL=1504m

土留工 L=271ｍ

排土工 V=12610m3

横ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工 L=4378m

H18～H22

324,047 3.2

ため池改修工

1箇所

H19～H21

150,000 4.9

ため池改修工

1箇所

H19～H22

150,800 4.9

谷止工4個

森林整備

50.00ha

作業道1,100m

H14～H18

343,000 1.5

谷止工12個

床固工10個

山腹工0.78ha

森林整備

85.58ha

作業道2,627m

H14～H22

542,397 8.2

森

林

づ

く

り

推

進

課

A

①森林の水土保全機能の向上及び保全対象

の安全が図られた。事業完了後も豪雨を経験

したが、災害は発生していない。

②森林の持つ環境保全機能が回復し、自然環

境の維持・向上に寄与した。

⑤地元中学生の森林教育・防災教育のフィー

ルドとして活用された。また、開設した作業道を

活用し、所有者が自ら森林整備を行っている。

○平成25年度～26年度に、長野県内の民有林

全域で航空レーザ測量を実施した。崩壊跡地、

地すべり地形などの山地災害危険度の高い箇

所や、既存治山施設の位置、土砂堆積状況な

どが把握可能となるため、測量結果を解析し、

災害に強い森林づくりを進める。

○平成27年度に、インフラ長寿命化対策に向

けた既存施設の点検・診断を、一部の施設を

対象に実施した。流域内には昭和初期に施工

された治山施設も多数存在し、老朽化が進ん

で機能低下が見られる施設も確認されたた

め、計画的・効果的に補修等の予防対策を進

めていく。

B B B B
3

水源地域

等保安林

整備

下諏訪町

砥沢

とざわ

　豪雨等により荒廃が

顕在化していた流域に

おいて、施設整備・森

林整備・作業道開設の

一体的整備により、森

林の水土保全機能向

上を図る。

今後、ため池の耐震対策を含めて推進していく

必要がある。

農家の高齢化も進み、維持管理が容易な施設

を検討していく必要がある。

農

地

整

備

課

番

号

事業名

市町村名

ふ り が な

箇所名

【評価の視点】

①事業効果の発現状況

（直接的効果、間接的効果）

②事業実施による

自然環境・生活環境等の変化

③施設の維持管理状況

④地域住民等の評価

⑤事業の主たる目的以外での

地域社会への貢献状況

事業概要

事業目的

①

事

業

効

果

の

発

現

状

況

②

自

然

環

境

等

の

変

化

④

地

域

住

民

等

の

評

価

 評価ランク

③

施

設

の

維

持

管

理

状

況

⑤

地

域

社

会

へ

の

貢

献

状

況

1

地すべり

対策

長野市

①対策完了後、地すべりによる変状は見られ

ない。地元地区の安全度が向上しただけでな

く、自主防災組織ができるなど、自主性の向上

が見られる。

②十分な緑化対策を採っており、自然環境に

大きな影響はない。

③土尻川砂防事務所で点検、パトロールを適

宜実施すると共に、異常発生時の連絡体制を

整備している。

④迅速かつ丁寧な対応により、地域から高い

評価を得ている。

⑤地すべり対策事業が地元の防災意識を高め

る事につながっている。自主防災組織の運営

が強化されるなど地域防災力の向上が見られ

る。

   平成18年3月25日に

融雪の影響による地す

べりが発生し、人家１

戸が半壊、土蔵１棟が

全壊した。対策工事に

より地すべり活動の再

発を防止し、民生の安

定を図りたい。

今後の取り組み及び同種事業への活用と課題

○近年、集中豪雨や融雪による地すべり災害

が多発する中、同事業の必要性が、住民から

認知されている。

○今後も災害に強い地域づくり推進するため、

施設整備とあわせて、異常発生時の情報伝達

の強化、避難方法・経路の確認、防災意識の

啓発活動といったソフト対策の充実を図り、

ハード・ソフト両面から土砂災害対策を進める

必要がある。

B B B

担

当

課

2

県営ため

池等整備

事業

伊那市

富士塚

ふじづか

ため池を改修すること

で、漏水防止による用

水の安定供給、決壊等

による災害の未然防

止、維持管理の軽減を

図り、地域農業の安定

生産の向上と農村環境

の保全を進める。

砂

防

課

①堤体を改修したことにより、漏水に起因する

決壊等の危険性がなくなり、生活の安全、安心

が確保された。

②桜の木をできるだけ残したことにより、従前と

同じ景観が維持されている。

③漏水が改善したことにより、維持管理がかな

り軽減された。住民の関心も高まり、非農家も

維持管理に参加するようになった。

④漏水による決壊等の不安もなくなり、景観も

維持されたことから、住民評価は高い。

⑤水辺もあり、地域にとって、憩の空間となって

いる。

A

Ａ Ａ Ａ Ａ

部（課）の取組方針

B

Ａ

（様式５）事後評価総括表
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③
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況
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会
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の

貢
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今後の取り組み及び同種事業への活用と課題

担

当

課

部（課）の取組方針

（様式５）事後評価総括表

谷止工４個

本数調整伐

180ha

枝落し10ha

除伐10ha

H19～H21

105,000 10.2

谷止工８個

本数調整伐

110ha

H19～H22

182,600 3.0

谷止工12個

山腹工1.67ha

森林整備13ha

H18～H20

306,300 23.0

谷止工11個

山腹工1.65ha

森林整備

12.4ha

H18～H22

374,106 10.0

林道開設

L=9,500m

W=4.0m

H3～H40

2,416,000 1.2

林道開設

L=2,251m

W=4.0m

H3～H22

1,015,813 1.1

①完了後、渓流の荒廃状況も改善してきてお

り、災害は発生していない。

③施設は長野県が管理しており、定期的な点

検を行っている。

⑤当事業としての改善措置の必要性はない。

森林整備については、当地区内の林内路網

密度が低く、未整備の森林もあるので、保安林

改良事業等を導入し、整備を実施している。

　

平成25～26年度に、長野県内の民有林全域

で航空レーザー測量を実施した。崩壊跡地、地

すべり地形などの山地災害危険度の高い箇所

や、既存治山施設の位置、土砂堆積状況など

が把握可能となるため、測量結果を解析し、災

害に強い森林づくりを進める。

森

林

づ

く

り

推

進

課

B B B B Ａ

森

林

づ

く

り

推

進

課

4

水源地域

等保安林

整備

佐久市

広川原

ひろがわら

　豪雨時に渓流の浸食

が生じ、土石流となっ

て下流道路等保全対

象に被害が生じたこと

から、谷止工を施工し

て渓床勾配を緩和して

浸食を防止する。

　手入れ不足となって

いる荒廃森林を適正な

立木密度とすることに

より林内照度を高め、

林床植生を回復させ水

源かん養、防災機能等

を維持向上させる。

Ｂ

①完了後、災害は発生していない。

②崩壊地及び荒廃森林は、健全な森林に向かって

おり、自然環境は良くなったものと考える。

④事業に対する否定的な評価はなかった（今回の意

見聴取で当時のことを思い出した。復旧を行ってもら

い感謝している。パトロールの復活も検討したい。そ

の際は、市・県も一緒にパトロールを行い技術的なア

ドバイスをしてほしい）。

⑤当事業としての改善措置の必要性はない。防災施

設の整備や森林整備など県の事業実施で終わるこ

となく、地域の防災マップを作成する等、地域住民の

防災意識の向上につなげた取組も必要であった。

○実施した山腹工の中には、草が生育してい

るのみで、木の生育がまったく見られない箇所

もある。施工時に天然による侵入を期待したた

め植栽を行わなかった箇所、植栽した木が鹿

の食害にあったと思われる箇所等あり、将来を

見据えた施工、維持管理が必要。

改善措置の必要性に記載した内容を踏まえ、

ハード対策だけでなくソフト対策も併せて実施

していくことが課題。

地域からもパトロール復活の声が挙がってい

る。地域を交えた防災活動を行い、地域の存

続に寄与するようなことも必要。

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ
5

山地治山

（地域防

災対策総

合治山）

安曇野市

潮

うしお

沢

  ざわ

　平成16年10月の台風

23号により発生した崩

壊地の復旧や渓流内

に堆積した土砂の抑止

を行うとともに、ニセア

カシアの侵入が著しい

森林やカラマツ等の過

密林を整備し、保安林

としての機能回復を図

るため事業を実施。

①本林道の利用区域内の間伐（除伐も含む）

145ha実施の目標に対し、近年１０ヶ年の間に、

本林道を利用した間伐を167ha行った。

②森林整備の実施により森林の公益的機能で

ある、水土保全機能の維持・増進がはかられ

た。

③林道開設後は管理主体である飯田市により

随時 維持管理が行われている。

④森林へのアクセスが格段によくなったことに

より、一定の評価が得られている。

⑤山腹崩壊、土砂流出、倒木などの災害時

に、調査、復旧作業など迅速に対処することが

可能。

○主目的である森林整備は一定の効果が表

れているが、今後さらに計画的・効果的な森林

施業を行う必要がある。

○比較的急峻な地形であるため、豪雨時には

土砂流出の著しい沢部が数箇所あることから、

適時適切な維持管理が必要となる。

信

州

の

木

活

用

課

B B B B
6

県営林道

開設

飯田市

矢

や

筈

はず

スギ、カラマツを主体と

した人工林の除間伐等

の森林整備を推進し、

水土保全機能の維持・

増進を図ること。

本林道はこれらの森林

整備を促進するための

基盤施設として開設し

た。

B
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対効果
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況

⑤
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今後の取り組み及び同種事業への活用と課題

担

当

課

部（課）の取組方針

（様式５）事後評価総括表

護岸工

L=580m

H17～H21

154,400 3.7

護岸工

L=580m

H17～H22

382,600 1.5

全体延長

L=7,620m

幅員W=6.5

（11.0～16.0）ｍ

S54～H20
11,800,000

-

全体延長

L=7,620m

幅員W=6.5

（11.0～16.0）ｍ

H54～H22
11,142,000

3.1

道

路

建

設

課

A

① すれ違い困難箇所が解消され、また交通

渋滞も改善され事業の目的を達成している。

② バイパス整備により通過交通が現道から

転換し、地域住民の生活道路として安全性が

確保されている。

③ アダプトシステム活動団体が4団体あり、歩

道の草刈りや清掃活動を実施している。

④ 安全な交通が可能になった点と観光面で

の寄与が特に高く評価されている。

⑤　緊急輸送路としての機能を確保している。

○本事業は開始から全工区完成までに約30年

を要している。直近の工区も平成4年から平成

21年度まで時間を要していることから、期間を

短縮するための工夫が必要と思われる。

○完成から5年経過しているが、施設が良好に

維持されている。今後も施設点検等により適切

に維持管理を行う。

A A A A
8

道路改築

（国道･一

般改築）

伊那市

高遠

たかとお

バイ

パス

　本路線は、長野県上

田市から、静岡県浜松

市に至る地域間連絡道

路として重要な路線で

あり、桜の名所高遠城

址公園や南アルプス連

峰へ通ずる観光道路で

ある。

　しかし、現道は幅員

が狭く、線形不良のた

め、車輌のすれ違いが

困難である。また、観

桜期には大型バス等

の乗り入れにより深刻

な渋滞が引き起こされ

ている。

　このため、バイパス整

備を行い、交通の安全

の確保と交通渋滞の解

消を図ることを目的とし

ている。

　昭和36年6月、昭和

40年9月及び平成16年

10月に浸水被害が発

生したことから、当事業

区間における浸水被害

を防止するため、一定

の流下能力を持つ河川

断面への改修を目的と

する。

○将来的には千曲川の改修に併せ、流下能力

135m3/sの河川断面へ改修する。

○同種事業の実施にあたっては、自然に配慮

した工法を採用するなど、今後とも環境に配慮

した整備を行う必要がある。

○河川の維持管理を持続的に行っていくため

には、引き続き、愛護会等と協働していくことが

必要である。

7

総合流域

防災

中野市 B A

(一)篠

しの

井

い

川

がわ

草間

くさま

B

河

川

課

A B

①流下能力の増加により治水安全度が向上

し、浸水被害が防止された。

②自然に配慮した工法により、従前の自然環

境が復元された。

③河川管理者の定期的な維持管理に加え、地

域住民による環境整備が継続的に行われてい

る。

④浸水の不安から解消され、安全で安心な生

活環境が確保されたため、住民の方の評価は

高い。

⑤堤防が散策路として利用され、地域の方の

健康増進に貢献している。
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事業期間

全体事業費

(千円)
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対効果
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（直接的効果、間接的効果）

②事業実施による

自然環境・生活環境等の変化

③施設の維持管理状況

④地域住民等の評価

⑤事業の主たる目的以外での

地域社会への貢献状況
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今後の取り組み及び同種事業への活用と課題

担

当

課

部（課）の取組方針

（様式５）事後評価総括表

道路改良工

L=241m

H20～H25

1,500,000 1.2

道路改良工

L=241m

H20～H25

1,176,353 1.5

排水路工

L=25,298m

H7～H16

8,490,000 1.0

排水路工

L=24,511

H7～H22

7,525,002 8.1

県内の基幹水利施設約1200kmについて、将来

に亘って持続的な活用ができるよう、機能診断

や保全対策を計画的に行うことで、施設の長

寿命化とライフサイクルコストの低減を図って

いく必要がある。

農

地

整

備

課

A A

①事業完了後、大きな農作物の溢水被害は生

じていない。

②付随的に住宅の溢水被害が軽減されている

とともに、自然景観に合うよう配慮している。

③施設管理者である改良区、行政事務組合

（広域排水事業所）が「安曇野広域排水維持管

理協議会」を設置し連携しながら管理してい

る。

④農作物湛水被害は、52%が少なくなった等と

回答。農地流動化は54%が「増えた」と回答

⑤家屋への湛水被害は50%が少なくなった等と

回答。

Ａ A B

①（直接的効果）道路の拡幅により、しなの鉄

道屋代駅へのアクセス性が向上した。歩道と

車道の分離により、安全な歩行空間が確保さ

れた。

（間接的効果）街路樹の植樹、歩道の美装化に

より、沿道景観が向上し、歩行者にとって歩き

やすい道路となった。お祭り等の地区の行事

の際は、改良された道路を使用し、歩行者天

国にするなど、広いスペースを有効に使うこと

ができた。

②街路樹の植樹により、都市緑化が図られ、

沿道環境を整備することができた。歩道の整

備・道路の拡幅に伴い、円滑な交通が確保さ

れ、自動車の排ガスによる影響が減少してい

るとの意見がある。

③植樹および道路の維持管理については、道

路パトロール等で適宜実施している。

④車両・歩行者、両方が安全・安心に利用出来

る環境となった。沿道商店へスムーズにアクセ

スできるようになった。しかし、一方、車道およ

び歩道の拡幅に伴い、自動車および自転車の

スピードが速くなり、危険を感じる時があるとい

う意見もある。

⑤安全な歩道ができたため、散歩やジョギング

をする人が見受けられることから、健康的に暮

らせる住環境の整備が行えた。

今後、市街地の街路整備においては、可能な

限り無電柱化を図り、景観や防災機能の向上

を図る必要がある。

沿道に連立する建物を補償する街路事業で

は、用地補償交渉に長期間を要するため、適

正な工区設定を行い、早期に整備効果を発現

させる必要がある。

都

市

・

ま

ち

づ

く

り

課

10

県営かん

がい排水

事業

安曇野市

安曇野

あずみの

本地区内の排水は、主

として用水路によって

処理されており、連続

豪雨や集中豪雨のた

びに、溢水被害が生じ

ている、このため、基幹

事業である国営事業と

併せ、抜本的な排水改

良を実施し高生産の農

業の確立を図る

A B A B
9
街路事業 千曲市

神社

じんじゃ

前

まえ

旧更埴市の中心部に

位置し、しなの鉄道屋

代駅駅から県道屋代停

車場線を経由して長野

自動車道更埴ICおよび

あんずの里へ至る本路

線の整備を行い、市街

地の交通安全の向上

および商店街の活性化

を図る。
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部（課）の取組方針

（様式５）事後評価総括表

用排水路整備　Ｌ＝

210m

農道整備　Ｌ＝3,480ｍ

ほ場整備　A=48.8ha

集落道整備　Ｌ＝

2,020m

農業集落防災施設

N=12箇所

活性化施設　N=1箇所

交流施設　N=1箇所

情報基盤整備　N=2箇

所

H12～H17 2,710,000 1.0

用排水路整備　Ｌ＝

220m

農道整備　L=3,215m

ほ場整備　A=38.7ha

集落道整備　Ｌ＝

1,708m

農業集落防災施設整

備 N=12箇所

活性化施設整備　N=1

箇所

交流施設整備　N=1箇

所

情報基盤整備　N=2箇

所

H12～H22 2,109,000 1.0

農

地

整

備

課

B A A A11

県営中山

間総合整

備

木曽町

木曽

きそ

中部

ちゅうぶ

地区

農業生産性の向上と経

営の安定を図るための

農業基盤整備と、農村

生活の向上、地域活性

化を図るための農村生

活環境整備を一体的に

整備する。

A

①ほ場整備や農道整備により、農作業の機械

化が推進され、労力の削減や営農作業の効率

化が図られ、生産性が向上した。また、活性化

施設の整備により、特色のある農産物加工品

の開発、生産、販売が促進され、多くの観光客

によりにぎわいのある地域となった。

②耕作放棄の防止、自然石水路の整備により

良好な農村景観が保全されている。

③地域の管理団体により適正に管理されてい

る。

④整備した施設は多くの住民や観光客に利用

され、好評を得ている。

⑤活性化施設の加工グループは、地域活性化

のモデル的な取組みとして多くの表彰を受けて

おり、全国的な注目を受けている。

○地元から本事業効果について高く評価され

ている。木曽地域はほとんどが地形条件の不

利な中山間地域であり、本事業の実施の要望

が強い。

○今後も整備した施設を有効に活用し、地域

の農業を支える担い手育成に取り組む必要が

ある。また、施設の維持管理に地域住民の参

加を促し、地域に親しまれながら適切な管理を

推進する必要がある。


